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アイコンセプトサポートセンター

棚 インフォメーション
Ver14.00

POWER 0120-987-571（通話料無料）
携帯電話等から TEL 06-6821-0904（大阪）
受付時間 10:00～12:00，13:00～17:00

土・日・祝祭日はお休みをいただいております。

E-mail iccenter@iconcept.co.jp
http://www.iconcept.co.jp/2007.04.17

いよいよ恒例のバージョンアップが迫って参りました。毎年、より使いやすく、より進化した棚POWERを目指し、
社員一丸となって取り組んでおります。今しばらくお待ちくださいませ。
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Vol.67

棚　　　　 バージョン 15.00 搭載予定の新機能紹介第2弾！ 　～テーマは「ゾーニング」と「帳票作成」です～POWER  
ゾーニング検証が更に進化

●　陳列ゾーニング表を新設

棚割図・棚割図表・棚割表が大きく変わります

帳票作成に、新しく「陳列ゾーニング表」が加わります。
従来の「ゾーニング表」は、フェイシング上で陳列前に行なったゾーニン
グ設定を基に出力しますが、新設の「陳列ゾーニング表」は、陳列後の
棚割を基に出力するため、陳列後のゾーニングの検証などが行なえます。
プリンタ出力、PDF出力が可能です。

●　棚割チェックにゾーニングを追加

Ver14.00から加わった≪棚割チェック≫機能は、棚割の課題点を、構成比率表，トレンド分析，価格帯グラフで
チェックする機能ですが、この棚割チェックの項目にゾーニングを新設します。

メーカー，品種などの7分類属性と
22拡張分類が選択可能です。更に
売上情報を割り当てた場合は、売
上数量やクロスABC分析などの分
析項目も出力できます。

　　　　 【出力結果（品種）】

色の変更・網掛出力も可能です。

①≪棚割チェック≫を
　 クリックし、設定で
　ゾーニングを有効に
　 して、対象の分類を
　一覧より選択します。
　 ≪設定≫をクリックすると、チェック結果を表示します。

②設定画面で指定した内容で分析し、結果を表示しま
　 す。対象が発見された行をクリックすると、詳細情報を
　 表示し、ダブルクリック、もしくは≪分析検証≫をクリッ
　 クすると、ゾーニング分布表を表示します。

③設定画面の分割数により画面を分割し、色分けして
　 表示します。左の凡例をクリックすると、該当分類の
　 商品を枠表示するため、商品の陳列位置の把握も容易です。

Ver15.00で大きく拡張する機能の1つに帳票作成があり、主な拡張項目を挙げると以下の4つになります。
　①棚割図のExcel出力を可能にします。
　②棚割図表，棚割図表（罫線）の「全台」，「台別1頁」出力を可能にします。
　③色分棚割表，色分棚割図表の出力を、帳票作成から可能にします。
　④棚割図表（罫線），棚割表（罫線）のレイアウト設定時、行を指定して追加，削除を可能にします。

②【全台・台別1頁出力】

棚割図表，棚割図表（罫線）
は1台ずつの出力のみ可能で
したが、全台出力もしくは、何
台～何台までを1ページに出
力というように選択可能になり
ます。その際、棚割の図と表
を左右に並べるか、上下に並
べるかを選択可能です。

③【色分棚割表，色分棚
　 割図表出力】

これまでは分析検証・分
布表から出力していた色
分棚割表/棚割図表を帳
票作成からも出力可能に
します。
出力オプション内の「色
分設定」を有効にし、出
力値（メーカーや品種な
ど）を設定します。

④【レイアウト設定時、行を
　 指定して追加/削除を可能に】

棚割表（罫線）、棚割図表（罫線）のレイアウト設定時、今までは最下行を1行追加/削除して、レイアウト全体
を変更いただいていましたが、Ver15.00からレイアウト画面の追加/削除したい行上で右クリックすると、「1行
追加/1行削除」メニューを表示して、途中行を追加、または削除を可能にします。

①【棚割図のExcel出力を可能に】
お待たせいたしました。多数のご要望をいただいておりました棚割図のExcel出力が可能になります！
これまで、棚割図をExcelに出力する際は、プレビュー時の≪クリップ≫機能を使用して貼り付けるなどして
いましたが、Ver15.00からは出力先を「Excel95」に変更し、実行すれば直接Excelファイルとして出力します。

　【ゾーニングとは‥】
生活者の立場に立ってグルーピングした（括った）商品が、売場のどの位置に、ど
れだけのスペースをとるかを設定する行為です。ゾーニングを行なうことで、生活者
が売場に立ち寄ったときに一目で自分の買いたい商品を探せるように配置する、ま
たは代替の商品を認識させ、比較購買してもらうことを狙います。

各機能は現在開発中
のため、仕様を変更
することがあります。
ご了承ください。

ダウンロードページへのアクセス方法

　ダウンロードサイトへのアクセスにはパスワードが必要となり、
バージョンアップＣＤのお届けと同様、正規ユーザー様のみ利用いただくことが可能です。

ユーザー様専用
サポートセンター 無料ダイヤル

０１２０-９８７-５７１
携帯電話からは06-6821-0904へ

*** 受付時間のお知らせ ***
１０：００～１２：００
１３：００～１７：００
（土日祝日除く）
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　　　　　　　　　　　 ②　中分類の基準：大分類内の商品群を「使用場面のＴＰＯＳ別に」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 スペース配分を決定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（棚本数構成）

　　　　　　　　　　　　　　ＴＰＯＳ別
　　　　　　　　　　　　　　　イ‥ＴＩＭＥ：時間帯・曜日
　　　　　　　　　　　　　　　ロ‥ＰＬＡＣＥ：場所
　　　　　　　　　　　　　　　ハ‥ＯＣＣＡＳＩＯＮ：動機・雰囲気
　　　　　　　　　　　　　　　ニ‥ＳＴＹＬＥ：生活姿勢・楽しみ方

　　　　　　　　　　　 ③　小分類の基準：中分類内の商品群を素材・用途別にスペース配分を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決定する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（棚内サブカテゴリー構成）

　　　　　　　　　　　　　　　イ‥素材、用途、価格、原材料など

2．分類の基準：商品構成の重要部分です。商品の括りをどの様な名称でまとめるか。
この括り方で、買いやすい売場になったり、逆に買いにくい売場になったりします。
以下では、標準的な言葉を使用していますが、各小売業によって独自の名称を
使っていることが多いので、必ず自社の分類名称と照合し、どこが違うのか、
どこが同じなのかを確認します。また、新商品が出た時などは、再度分類名称を
確認し、場合に因っては名称変更することも考慮します。

　　　　　　　　　　［分類名称の例］
　　　　　　　　　 売　場
　　　　　　　　　 スペース‥‥食品・雑貨・衣料・家電
　　　　　　　　　 　↓
　　　　　　　　　 大分類
　　　　　　　　　 コーナー‥‥青果・精肉・鮮魚・日配・グローサリー
　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　 中分類
　　　　　　　　　 ライン‥‥調味料・麺類・ペットフード・缶詰・畜肉加工
　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　 小分類
　　　　　　　　　 カテゴリー‥‥醤油・パスタ・犬用・魚缶・ハム
　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　 細分類（用途・グレード・メーカー・etc）
　　　　　　　　　 サブカテゴリー‥丸大豆・ロングパスタ・ドライ・ツナ・ロース
　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　 品目（素材・用途・缶型・メーカーなどの切り口がある）
　　　　　　　　　 アイテム
　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　 Ｓ．Ｋ．Ｕ‥絶対在庫単位（レジ通過単位）

　　　　　　　　　 ＳＫＵレベルになったら次のことに気を付けます。
　　　　　　　　　 それは、互換商品と補充商品の区分けをしっかりする事です。
　　　　　　　　　 これをちゃんとしないと、“ダブリ商品”が多くなり、買いにくい売場となってしまいます。

　　　　　　　　　 互換商品とは、商品選択の際、どちらを取っても問題のない商品。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物真似画一商品は絞り込みを実施する。

　　　　　　　　　 補完商品とは、商品選択の際、その商品があることによって売場全体が活性化する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 商品。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新商品などです。
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3．アソシエーション：アソシエーションの意味は、「組み合わせる」という意味で、「棚割り」で使う場合は
　　　　　　　　　　　　　 “サブカテゴリー”の組み合わせを言います。

　　　　　　　　　　　　　 小分類内のサブカテゴリーをどう組み合わせるかの技術です。
　　　　　　　　　　　　　つまり、分類された商品群の各構成比率の検討をすることと言い換えることもできます。

4．組み合わせの原則：ターゲット顧客にどんな満足を提供したいのか

　　①　商圏内の消費者が、ある目的（夕食の用意・壁紙を貼る・化粧をする・ｅｔｃ）を達成するための
　　　　 特定の用途について、すべての商品が揃うように組み合わされている事。

　　②　幾つか複数の大分類の中で特定の中分類だけの数が多く、多数の中分類の中で一部の小分類に
　　　　 ついて特別に細分類数が多い状態を作る事。つまり、大分類ごとの売場面積がどれも同じではなく、
　　　　 ある大分類は広く、ある大分類は狭いという事。中分類についても同じ。つまり、売場にメリハリを
　　　　 付けて組み合わせる事が重要。

　　③　客が特定の目的を達成するのに必要な大分類・中分類・小分類が一か所に隣接するように組み
　　　　 合わせる。

5．組み合わせの基準：分類された商品群の構成比率をどの様な割合にするのか

　　①　「業態特性」に応じたスペース配分（主力と補助の関連で決まる）
　　↓　売場orスペース・・・・・ 食品・日雑・Ｈ＆ＢＣ・衣料・家電

　　②　「売上実績」にもとづいたコーナー配分
　　↓　大分類orコーナー・・・ 野菜・肉・魚・グローサリー・日配

　　③　「売上実績」にもとづいたライン配分
　　↓　中分類orライン・・・・・ 調味料・麺類・ペットフード・缶詰・畜肉加工

　　④　「売上実績」にもとづいたカテゴリー配分
　　↓　小分類orカテゴリー・・醤油・パスタ・海苔・犬・魚缶

　　⑤　「売上実績」にもとづいたサブカテゴリー配分
　　↓　細分類（用途・グレード・メーカー・etc）orサブカテゴリー‥‥丸大豆・ロングパスタ・ドライツナ・ロース
　　　　　*サブカテゴリー数の決定（幾つかのサブカテゴリーに分類）
　　　　　*陳列手法の決定（定番売場）
　　　　　*ゴールデンゾーンにどのサブカテゴリーを位置付けるかの決定

　　⑥　「売上実績」にもとづいたアイテム配分
　　↓　品　目（素材・用途・メーカーなどの切り口がある）orアイテム

　　⑦　「売上実績」にもとづいたＳＫＵ配分
　　　　　*フェース数の決定

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第30回の内容は 「分類と組み合わせ 3」 です。

流通マーケティング講座は正規ユーザー様へのサービスとなります。

　　　　　　　　

下記、弊社ホームページよりユーザー様専用の
ID・パスワードを入力の上ご参照ください。

専用ID・パスワードはFAX送信させていただいております
最新の「インフォメーション」をご参照ください。

・セミナー&コラム → 流通マーケティング講座

　http://www.iconcept.co.jp/series/marketing/index.htm

第31回の内容は 「分類と組み合わせ 4」 です。


